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論文内容の要旨
瀬戸内海西部の広島湾と伊予灘における過去約12.000年間の貝形虫化石群集の変化を詳細に明らかにし
た。その結果に基づいて、以下の結論が導かれた。
1.瀬戸内海西部の広島湾と伊予灘の海水準変動を復元し、瀬戸内海東部の海水準変動と比較すること
によって、瀬戸内海では伊予灘などの断層活動が著しく盛んな地域以外では、比較的普遍的な海水準変動
を示すことが明らかになった。それは、広島湾や大阪湾に代表される、 6，000-5，000年前にピークを持つ
海水準変動である。
断層活動が盛んな地域では、貝形虫群集に基づ、いて海水準変動を復元し、それを、上盤側と下盤側で比
較することによって、活断層の活動履歴が復元できることを示した。
2.瀬戸内海の完新世員形虫群集は水深などの地域的な環境要因によって地域ごとに異なっているが、
卓越種の入れ代わりを伴う大きな群集変化のタイミングは瀬戸内海の成立過程と大きく関わっており、海
水準の上昇に伴う、海峡の成立及び、海域の急激な拡大によって規制されていること明らかになった。
3.第二次世界大戦前後、 1940年代頃からの急激な産業化は貝形虫化石の個数体の減少と均衡度の増加
をもたらした。その後、 1960---1980年代頃にはその影響は徐々に弱まっていった。
1955年---1960年ごろに人為汚染の影響によって貝形虫群集の単純化が起こった。つまり、それまでは各
地点で水深に規制された異なる群集が分布していたにもかかわらず、 1955年---1960年ごろには群集の多様
性が失われどの地点でも同じような群集が分布するようになった。
2種類の貝形虫の人為汚染に対する応答も明らかになった。 C.alataは汚染に対して敏感に反応し(汚
染に弱い)、 B.bisanensisは汚染に対して比較的強い耐性を持っている。従ってこれらの貝形虫の相対的
な産出頻度は海洋汚染の指標となる。
論文審査の結果の要旨
貝形虫は水域に生息する石灰質の殻をもっ甲殻類であり、地質学では従来、その早い進化速度を利用し
て生層序の有力な示準化石として用いられてきた。しかし、近年では有孔虫や珪藻などの化石と同じよう
に、水域の環境指示生物として用いられるようになっきた。貝形虫は有孔虫などの単細胞動物と違って、
-213-
その生息環境がかなり限定的であることから水域の環境を指示するものとして有効であるばかりでなく、
堆積物中の残存背甲の数が多く統計学的な検討も十分行なえる。
筆者はこのような貝形虫化石を用いて瀬戸内海西部の浅海域での過去12.000年間の環境変遷を検討した。
用いた試料は伊予灘と広島湾で掘削された 5本のボーリングコアで、このコアに含まれる貝形虫化石群集
を年代順、地域別に検討しで海水準の変化曲線を求めた。その結果、貝形虫群集変化のタイミングは海面
上昇による瀬戸内海の拡大時に生じており、伊予灘と燐灘との連結時などに生じていることが判明した。
また、伊予灘では活断層を挟んで水深の変化が累積的に変化しており、この結果から断層活動の履歴が復
元された。さらに、上記ボーリングコアでは撹乱されていた広島湾の最近の海底堆積物について、別途3
本の浅いボーリングコアを用いて人為汚染の実態を検討した。この結果、貝形虫群集が大きく変化する時
期は第二次大戦後と1960年代の高度成長時であることが判明し、その汚染は海岸に近いところから沖合に
拡大していることが判明した。汚染を示す種としてBicornucytherebisanensisなどがあげられた。
このように、本論文は精密な員形虫群集分析に基づく環境解析によって海域の環境変化や断層活動の解
明、人為汚染の進行状況などを明らかにする研究手法を提起することによって、第四紀生層序学の分野で
の発展に寄与する成果を得ており、博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
